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昨年１１月に開催しました第２２回城陽市環境フ

ォーラムでは、ゼロカーボンシティを目指す過程の

一歩として気候変動が及ぼす生物多様性への影

響に視点を当てました。活動報告や講演など各イ

ベントには小学生から大学生、一般の市民の方々

まで世代を超えて幅広く参加していただきました。

多くの市民のみなさまに環境問題に関心を持って

いただける機会となったのではないでしょうか。 

 城陽環境パートナーシップ会議は一年を通して

様々な活動を長年に渡り展開しております。一つ一

つは地道な活動ではありますが、市民のみなさまを

はじめ会員、運営委員、事務局のみなさまの絶え

間ない参加により持続しております。 

 本年も引き続き多くのみなさまのご参加とご支援

をお願い申し上げますとともに、新年のご挨拶とい

たします。 

 昨年は夏から異常に暑い日が続き、秋を感じる

間も無く年が終わりました。世界でも各地が異常

気象に見舞われ干ばつ、熱波、台風、大雨、洪水

などの被害があり、地球温暖化がもたらす気候変

動を実感する一年となりました。 他方、世界には

未だに紛争が絶えず暴力が支配し、貧困に喘(あ

え)ぐ国々や社会があります。国連は気候変動へ

の取り組みも含め人類の持続可能な発展を目指

して貧困の撲滅や紛争の解決、質の高い教育など

17 の目標(SDGs)を掲げ世界が共に取り組むこ

とを宣言しました。いずれも一朝一夕に達成できる

目標ではありません。目標の優先順位は国や地域

の状況により異なりますが、大切なのは先ずは持

続可能な社会、つまり人々の生業(なりわい) と営

(いとな)みで持続する社会を築くことであります。 

大学生・城陽市・城陽環境パートナーシップ会

議の協働事業として、デイリーエコチョイス JOYO

動画版を作製しました。今年度は、奈良教育大学

ユネスコクラブ２回生及び４回生の学生たちが手を

挙げてくれました。京都府出身の学生がいないと

いう状況でしたが、まずは「城陽市を知ること！」か

ら始め、城陽市の魅力を見つけながらどのような

動画にするのか考えられていました。教育実習など

もあり忙しい時期にもかかわらず、事務局や運営

委員との WEB 会議や自前の衣装を利用した動画

撮影に取り組まれました。会議では、小学生に分か

りやすく伝える、取り組んでもらうにはどうすれば

いいのか、ということを中心に動画の作製内容を

話し合い、大学生ならではのアイデアがたくさん出

ていました。 環境フォーラムの作製報告では、小

学生向けの動画作製という作り手としての大変さ

や、作製を通じて自分の住む街 の環 境 について 

 

会長 大野和宣 

新年あけましておめでとうございます！ 

デイリーエコチョイスＪＯＹＯ  動画版を作製しました！ 文 ：浅 田  和 利 委 員  

 

考えるきっかけになったことなどを率直に話されていま

した。動画は昨年のデイリーエコチョイスＪＯＹＯを土台

として、ゲームとクイズの要素を混ぜたもので、こども

たちも楽しく学んでくれると思います。引き続き内容の

一部を修正するとのことで、完成が待ち遠しいです。

奈良教育大学生のみなさん、ありがとうございました。 

 

▲動画作製に取り組んだ学生たち（左から木下さん、福原さん、田中さん、中嶌さん） 

▲環 境 フォーラムにて発 表 した動 画 の一 部  

令和６年能登半島地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

被害を受けられた皆様の安全と一日も早い復興をお祈り申し上げます。 



（２） 

また、今年度の活動報告のメインとなるパネ

ル展示では、講演テーマに添った両生爬虫類の

資料や書籍なども展示し、解説と共に生き物ガ

イドブック等の一般配布を行い、啓蒙活動の目

的を果たしています。 

 今回、バードカービング作家の西村洋三さん・

秋井信幸さんのお二人から作品提供を受け、愛

鳥精神が宿る秀作の数々を展示し、大好評を博

しました。 

 そして「爬虫類の分布と気候変動」を演題にご

講演いただいたのは、日本爬虫両棲類学会前会

長の疋田努・京大名誉教授で、トカゲ研究の第一

人者として知られています。 

 爬虫類の語源は地を「爬う（這う）虫」という

意味であり、「虫」という字は本来、コブラを表

す象形文字から成り立っている。よって爬虫類

である「蛇」や「蛙」には「虫」の字がついてい

るという興味深いお話に始まり、進化の過程や

生息環境などの基礎知識、また、他の動物に比べ

て両生爬虫類は移動性が低く気候や環境の変化に 

 

「第 ２２回 城 陽 市 環 境 フォーラム」 開 催  

文 ：中 川  宗 孝 委 員  

 
１１月２５日、今年も城陽市と城陽環境パー

トナーシップ会議の共催による環境フォーラム

が文化パルク城陽で開催されました。コロナ禍

においても記念講演会のリモート開催で歴史あ

る環境イベントを中断することなく、今年度で

２２回目を迎えています。地球規模の自然破壊

から身近な環境問題を考える機会ともなって、

「環境先進都市・城陽市」の歩みを刻んできた

今回の環境フォーラムでは、『気候変動と動植物

の生態系への影響について～自然保護の現実と

生物多様性の崩壊～』をメインテーマに、貴重

な講演の他、環境団体の展示に児童や学生たち

のステージ発表、カーボンニュートラル絵画展

とグリーンカーテンフォトコンテストの表彰式

など多彩な催しが行われ、約３５０名もの参加

がありました。城陽環境パートナーシップ会議

では、旬菜市や梅の郷事務局などの協力のもと、

地元城陽の旬の野菜や加工品、お弁当の販売コ

ーナーと喫茶コーナーを会場内に設けました。 

 

▲城陽パートナーシップ会議 パネル展示の様子 

▲バードカービング 作品展示の様子 

▲疋田 努氏による講演会 テーマ：爬虫類の分布と気候変動 
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弱い反面、地球温暖化で気温が上昇することは生息

地拡大に有利な面もあることなどが分かりました。 

 そして、最後に披露された激レアな標本の数々は

特筆ものです。アシナシトカゲやトビトカゲなど、

動物園や博物館でもまず見ることのできない貴重

な標本に触れることができ、ハイテンションで記念

撮影する参加者たちと、その一方で標本を目前にこ

わばる司会進行の米田亜由実アナウンサーの表情

が印象的でした。とかく嫌われがちな爬虫類にも光

を当て、環境問題との関わりを考える機会となった

ことは何よりでした。 

城陽市が誇る環境イベントが次代に引き継がれ、

ガイドブックを飾ったふるさとの生き物たちが消

え去ることのないよう願うばかりです。 

令和５年１１月２８

日(火）午前９時過ぎ、寺

田小学校２年生６１名

と先生３名を乗せたバ

ス２台が、城陽五里五里

の丘に到着しました。 

森守クラブ６名と城陽パートナーシップ会議委

員５名、市役所環境課職員３名が合流し、挨拶を交

わしました。城陽五里五里の丘職員の二本柳氏より、

砂になってしまった丘をもとの緑の森にすることや自

然環境の大切さを説明して頂き、 

くぬぎの丘にて全員で楽しく 

大小のどんぐりを拾いました。 

その後直径１５セン 

チ程のポットに枯 

れ葉と腐葉土を入れ、 

先ほど拾った中から選りすぐりのどんぐり

を２つ入れ、自分の名前を書いた札を挿しました。 

 

 文 ：木 下  晴 夫 委 員  

持ち帰り、水やりをしながら観察している

と、３割ほどの確立で芽を出し、１年である

程度の大きさの苗に成長するそうです。 

 

どんぐり植えの後は、城 

陽五里五里の丘事務局の主 

導でネイチャーゲームを実 

施しました。自然にまつわ 

るクイズを解きながら丘のコースを回り、ゴ

ールの展望台を目指します。最終問題の「文

化パルク城陽はどこか」には、みごと全員が

正解しました。すべての工程を終え、子ども

たちに感想を聞くと「楽しかった」「面白か

った」と答えてくれました。１１時３０分頃

に城陽五里五里の丘をバスで出発し、城陽駅

前に到着。城陽市環境課職員から「今回の苗

をみんなで見守りながら大切に育ててくだ

さい。」との挨拶の後、解散しました。 

これからの自然環境を

守り育てていく為の体験

学 習の一例を、子どもた

ちと共に楽しく実施でき

た事を嬉しく思います。 

 

▲疋田 努氏による講演会の様子 

▲爬虫類の標本と記念撮影をする関係者たち 



事務局（城陽市役所本庁舎 2Ｆ 環境課内）TEL:56-4061／FAX:66-6828         （４）  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

株式会社 城 南  工 建 
〒610-0113 京都府城陽市中芦原２７番地の１ 

TEL 0774-53-3939 FAX 0774-55-1172 

東 城 陽 ゴ ル フ 倶 楽 部 
〒610-0121 京都府城陽市寺田奥山 1-48 

TEL 0774-52-1161 

次の団体・個人から賛助会費をいただきました。誠にありがとうございました。 
近畿砂利協同組合、京都城陽ロータリークラブ、サントリープロダクツ㈱宇治川工場、㈱城南工建、城陽市、 
城陽商工会議所、城陽金融会、星和電機㈱、㈱玉井開発、日本観光ゴルフ㈱城陽カントリー倶楽部、東城陽 
ゴルフ倶楽部、㈱平和堂アル・プラザ城陽、㈱ミズホ、森澤博光 ※令和５年９月末現在（五十音順・敬称略) 

令 和 ６ 年 

1.27 
土 曜 日 

城陽市を流れる古川は、冬には多くの野⿃が観察できるフィールドです。冬の古川を散策しながら、多様な城陽冬⿃を 
観察に⾏きませんか。運が良ければ絶滅危惧種のチョウゲンボウが⾒られるかもしれません。ご参加お待ちしております︕ 

 

令和６年 1 月 27 日（土）9：00 集合 12：00 解散 

市 民 テ ニ ス コ ー ト （ 北 部 コ ミ セ ン 横 ） 駐 車 場 

⽇   時  
集 合 場 所  

内 容 
対 象  

古川流域での野鳥観察会と美化活動 

市内在住、在学、在勤の方 （小学生以下は保護者同伴） 

竹 野 功 璽 氏 、秋 井 信 幸 氏  

水 筒 、タオル、帽 子  

 

講 師 
持 ち 物  

参加費  無料 

窓 口 へお越 しいただくか、お電 話 にて申 し込 みください。※令和６年１月 16 日（火）から受付開始  
申し込み方法 

城 陽 環 境 パートナーシップ会 議 事 務 局 （城 陽 市 環 境 課 ） ☎077４-56-4061 

※なるべく徒 歩 か自 転 車 でお越 しください 

※雨天中止  判断しかねる時は、当日 8:30～8:45 に事務局へ問合せ 

本 事 業 はエコ・アクション・ポイント対 象 事 業 です。イベント当 日 に提 示 される二 次 元 バーコードを読 み取

るとポイントがもらえます！※市 内 在 住 の方 限 定 。付 与 するポイントは上 限 があります。（1 人 １回 ）  

環 境 省 が推 進 する全 国 共 通 のポイントプログ

ラムです。対 象 のエコアクション(環 境 にやさし

い行 動 、サービスの利 用 等 )を行 うとアプリ上

でポイントが付 与 され、貯 めたポイントは各 種

ギフトカード や商 品 と交 換 することができま

す。城 陽 市 では、令 和 5 年 8 月 からエコ・アク

ション・ポイント事 業 を開 始 しています。 

 

エコ・アクション・ポイントとは？ 

‣ 環境イベントへの参加・・・５０ポイント 

市や城陽環境パートナーシップ会議の開催する対象イベントに参加する 

※対象イベント 1 回につきおひとり様 1 回まで 
 

‣ 広報紙の閲覧・・・１０ポイント 

偶数月 15 日の発行の広報じょうように掲載の環境課コラムを閲覧 

※各号おひとり様 1 回まで 
 

‣「Joyo Eco Choice!」 の取り組み・・・５０ポイント 

環境課窓口にて配布の「JOYO エコチョイス」に取り組む 

※おひとり様 1 回まで 
 

‣ LED 照明器具への交換・・・１００ポイント 

LED 照明器具または、LED 電球を購入する 

※購入製品１つにつき 1 回、おひとり様５回まで 
 

‣ リサイクル回収・・・５ポイント 

アル・プラザ城陽、ライフ寺田店、スーパー山田屋（富野荘本店・久津川

店・青谷店）に設置のリサイクルボックスにて分別回収を行う  

※おひとり様１日１回まで 
 

‣ フードドライブへの協力・・・５ポイント 

フードドライブの取り組みに協力する ※おひとり様１日１回まで 

‣ 地産地消の取り組み・・・５ポイント 

 JA 京都やましろ農産物直売所「五里五里市」及び「城陽旬菜市」で 

市内産の農作物を購入する 
※１レシートにつき１回、おひとり様１日１回まで 

 

詳しくは市ホームページ、または城陽市役所環境課まで 

お気軽にお問い合わせください。（☎0776-56-4061） 

 市ホームページ 

城陽市民対象のエコアクション 
2024 年 1 月現在 

こ ん な 行 動 で ポ イ ン ト が も ら え ま す 

 

まずは会員登録で 

100 ポイント獲得！ 

 

⾃然観察会を開催します︕ 


